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１．平成２３年度冬期の気象概況(1)北陸自動車道

（滋賀県木之本～新潟県朝日）

1

１－２ 北陸道の冬日日数〔H23.11～H24.3〕

①冬日日数は８２日（対前年度の ９６％）。

②２月末時点では、前年度＋３日の６７日。

3月

2月

1月

12月

11月

１－３ 降雪量（北陸道平均）

①累計降雪量は４７５ｃｍ（対前年度の ９３％）。

②２月末時点では、前年度＋２４ｃｍの４５９ｃｍ。

○H23は冬日日数、降雪量が過去7年間で３番目に多く、2月末時点では記録的な大雪となったH17に
次いで2番目に多い。

※冬日日数： 低気温が0度未満の日数
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１．平成23年度冬期の気象概況(2) （国道８号 南越前町大良）

○H23冬期の気象状況は、12月下

旬から2月下旬まで 低気温

0℃以下の日が断続的に続き、

嶺北地方では降雪が多く、降雪

量は過去５年と比較し、大幅に

上回りました。

今冬は過去5ヶ年平均を大きく上
回り、H18豪雪も上回る

2

今冬は過去5ヶ年平均を大きく上
回り、H18豪雪も上回る

H18豪雪H18豪雪

172cm172cm

373cm373cm

325cm325cm

大良観測所におけるH23/12～H24/3の日降雪量と 低気温

349cm349cm

大良観測所：
大良除雪基地（南越前町大良）

南越前町大良

位置図

大良観測所における冬期の累計降雪量
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１．平成23年度冬期の気象状況(3) （国道２７号 若狭町倉見）

○H23冬期の気象状況は、1月下

旬から2月下旬まで 低気温

0℃以下の日が断続的に続き、

嶺南地方では特に降雪が多く、

降雪量は過去５年と比較し、大

幅に上回りました。

今冬は、過去5年間で も多く、
嶺北地方(大良)よりも多い

3

今冬は、過去5年間で も多く、
嶺北地方(大良)よりも多い

H18豪雪H18豪雪

倉見観測所における冬期の累計降雪量

217cm217cm

466cm466cm

404cm404cm

倉見観測所におけるH23/12～H24/3の日降雪量と 低気温

419cm419cm

倉見観測所：
倉見除雪基地（若狭町倉見）

若狭町倉見

位置図
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２．平成２３年度実施対策(総括)（１)
対策

(検討会議提言の)課題

本資料
掲載の
対策
事例

P.6

-

-

-

P.7

P.8

P.9  
～10

-

-

-

-

P.11

P.11

-

-

-

短
期

中
長
期

区分 対策内容

○
対策
1-1

・情報収集機器の増設（ＣＣＴＶ)

対策
1-2

・シーズン前にトラック協会等、業界団体へ冬期装備等に関する要請

対策
1-3

・広報媒体(新聞等)を活用したＰＲ

●

1
情報の
収集と
提供

●適切な情報収集
・交通障害等の道路情報のリア
ルタイムな収集
・ＣＣＴＶカメラの設置等、停滞車
両付近の迅速な情報把握
・国道8号と県管理道路の交差点
等、交通分岐点の状況把握等
●道路利用者への情報提供
・降雪状況・通行規制状況等、分
かり易いリアルタイムな情報提供
・関西中京圏等の非積雪地域か
らの流入交通に対し、冬期装備
等に対する認識の変化を促すこ
とが必要

対策
1-4

・シーズン前にリーフレットを業界団体、道の駅等への配布

対策
1-5

・ＨＰ「ユキイロ.com」「雪みち情報ネットふくい」の更なるＰＲ強化と情報提供内容の見直し(リアルタイムな情報
を提供)を実施

対策
1-6

・県外、関西中京圏への情報提供の実施

対策
1-7

・国道沿線のコンビニ・ガソリンスタンド等へのＦＡＸによる道路情報の提供

対策
1-8

・各種情報提供媒体による情報提供

対策
1-9

・簡易ＬＥＤ板によるきめ細やかな情報提供

対策
1-10

・国道８号に新たに路側放送設備を計画(停滞車両等への情報提供として)

○
対策
1-11

・停滞車両の情報をデータベース化し、『過去の停滞発生状況』などの事例をピンポイント的に示した「スタック
マップ」を作成し、冬期道路通行に関するＰＲに活用

対策
2-1

・福井県道路情報連絡室の構成メンバーに気象台も参画し、リアルタイムな気象情報を提供

対策
2-2

・福井県道路情報連絡室では、構成メンバーが迅速に参集できるような仕組みの導入(初動段階より詳細な情
報を共有し、より迅速、的確な判断が可能となる)

対策
2-3

・県において、災害連絡室が設置され、体制が強化される場合には、関係機関が連絡員を派遣し、道路に関す
る連携の強化。

対策
2-4

・道路管理者間等の連携を強化すると共に、迅速な対処を行うため、責任者間にホットラインの設置

2
関係機
関の情
報共有

・福井県道路情報連絡室の迅速
な設置及び道路管理者間の情報
共有
・同連絡室の早期開設による道
路管理者間の情報共有の強化

●

対策
2-5

・互いの気象データを共有することで、除雪体制・除雪作業の判断材料として、活用

注）対策欄 ●：実施対策 水色ハッチ：提言以外での、課題に対応する実施施策



5

２．平成２３年度実施対策(総括)（２)
対策

(検討会議提言の)課題

本資料
掲載の
対策
事例

P.12

-

P.13
～15

-

P.13

-

P.16

P.17

P.18
～19

-

P.20

P.20

-

-

-

P.21
～23

短
期

中
長
期

区分 対策内容

対策
3-1

・除雪トラックの柔軟な構成(除雪の強化)

対策
3-2

・薬剤散布車の除雪車両化(除雪の強化)

対策
3-3

・走行不可能車両の移動体制の強化と除雪の効率化を向上させるため、除雪車両の待機所を設置3
資機材
につい

て

・早期の停滞車両の救出
・そのための､除雪車両等の資機
材の強化等

●

対策
3-4

・除雪前線基地において、スタック車両脱出のための簡易チェーンや規格の異なる牽引ロープの用意

○
対策
3-5

・国道８号ではスタック車両の排除や除雪作業能力向上のため、除雪車両を増強

対策
4-1

・拡幅除雪による排雪場所の確保などの事前除雪が必要

対策
4-2

・除雪する管轄が異なっていても、車両を融通することにより、管轄を超えた応援態勢を構築するための具体的
な検討を進める。

対策
4-3

・福井県道路情報連絡室で、通行止めのタイミング、順番、場所を決めての除雪、梯団除雪など色々なパターン
を想定したシナリオを作り、シミュレーション(図上訓練)を実施

●

4

除雪体
制の強
化につ
いて

・各道路管理者の管轄を超えた
応援体制の構築
・除雪及び救援体制は道路管理
者側の対応のみでは限界がある
ため、道路利用者に対し、冬期装
備等の事前準備
・積雪量に応じて、周辺地域から
の応援体制の補強等、雪質に応
じた対応や除雪方法等の効率化
等

対策
4-4

・圧雪の抑制対策による登坂不能車の発生回避

○
対策
4-5

・必要に応じて消雪整備等の融雪対策等を検討

対策
5-1

・既存の道路用地等を活用したチェーン着脱場の確保(タイヤチェックを警察との連携の上、実施)

対策
5-2

・民間駐車スペースを活用した簡易チェーン着脱場の確保(タイヤチェックを警察との連携の上、実施

対策
5-3

・高速道路は引き続き初冬期に警察と連携してＳＡ(南条、賤ヶ岳)やＩＣ(木之本)でのタイヤチェックの実施
●

5

雪害・
雪氷体
制につ
いて

●ノーマルタイヤ車のチェック
・冬期装備が不十分な一般車両
の排除
・冬期道路通行時の冬期装備が
必要
●雪害の情報蓄積と有効活用
・過去の豪雪災害時における経
験の有効活用
・豪雪時の通行止め判断が難し
い時の気象と道路状況を予測し
ながら早期の判断ができる仕組
みが必要
・気象状況、道路構造、路面状況、
停滞車両等のデータをモデル化
し、通行規制の判断材料に活用
等

対策
5-4

・アーカイブ的な資料を作成して、今後の検討資料として、また、ドライバーへの冬期通行への認識を深める資
料として活用

○
対策
5-5

・国道８号では新たにチェーン着脱場の整備を計画(警察と連携したタイヤチェックを実施)

● ○
対策
5-6

・データ収集とスタック車両等通行止め要因等の分析

注）対策欄 ●：実施対策 水色ハッチ：提言以外での、課題に対応する実施施策



路面監視カメラの増設

○国道８号において、路面監視カメラ(CCTV注)を10ヶ所増設し、監視可能延長カバー率を
30%向上させ、路面状況の監視強化や除雪作業の円滑性向上へ

・急ｶｰﾌﾞや急勾配の連続する国道8
号越前市塚原～敦賀市田結間にお
いて、不可視箇所で冬期問題箇所
を中心に監視カメラ10ヶ所を増設
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杉 津 除 雪 基 地

新武生トンネル

武生トンネル

具谷第1トンネル

具谷第2トンネル

河野トンネル

大谷第1～
第5ト

ンネル

敦賀トンネル

黒崎トンネル

田結トンネル

鞠山トンネル
金ヶ崎トンネル

樫曲トンネル

【対応策】

・同区間の監視可能延長カバー率が３０％ｱｯﾌﾟ、冬期路面の
監視強化や、除雪作業の円滑化に寄与（ﾄﾝﾈﾙ区間除く）

既設 ２３ヶ所 → カバー率 ５０％

既設 ２３ヶ所＋新設１０ヶ所 → カバー率 ８０％

【効果】

凡 例

路面監視カメラ設置箇所(既設)

路面監視カメラ映像確認範囲(既設)

路面監視カメラ設置箇所(新設)

路面監視カメラ映像確認範囲(新設)

トンネル区間

注記）CLOSED-CIRCUIT TELEVISION の略。特定の受像機
（TV モニタ）にだけ送信され、リアルタイムに道路
状況を視覚的に把握できる情報収集機器（カメラ）

差し替え

6

対策1-1 情報収集機器の増設(国道８号の事例)

・必要な箇所に設置したことで、早期にスタック車両の
発見が可能となり、管理し易くなった

１．情報の収集と提供



冬期交通障害の監視強化と情報配信

国道３０５号 南越前町赤萩

至 国道８号

国道３６５号 南越前町板取

至 敦賀市内

至 南越前町河野

至 敦賀市内

県道２０４号 敦賀市元比田 国道４７６号 敦賀市新保

【効果】

7

・ドライバーへ路面状況のリアルタイム
な画像情報提供は、注意喚起やチェー
ンの準備・装着に繋がる

対策1-5  ＨＰの更なるＰＲ強化と情報提供内容の見直し(リアルタイムな情報の提供)の実施(県道等の事例) １．情報の収集と提供

今庄

武生

敦賀ＩＣ

武生ＩＣ

今庄ＩＣ

至 滋賀県

至 福井市福井県

至 木之本ＩＣ

■Webカメラ等を増設し、路面状況・気象状況・交通状況の監視強化を図るととも

に、 『雪みち情報ネットふくい』による画像の提供を行った。

●H23年度対策
H23.1交通障害が発生した箇所に
・Webカメラ等を増設 ３ヶ所

（国道305，365，476号）
・既存カメラ画像をHPで配信 １ヶ所

（しおかぜライン（県道204号））

Webカメラ増設

既存カメラ画像を
HPにて配信

嶺北・嶺南連絡区間
□：既設 ３ヶ所
□：新設 ３ヶ所
□：仕様変更 １ヶ所

R305 赤萩

県道204 元比田

R365 板取

R476 新保

監視カメラの増設と情報発信



路面状況の画像提供状況

養老ＳＡ㊦多賀ＳＡ㊤

名神高速

北陸
道 東海北陸

道

養老SA㊦

多賀SA㊤

全ＳＡ
有磯海ＳＡ㊦

■支社管内の全ＳＡで北陸道の路面状況画像を提供
■名神のＳＡ（多賀・養老）でも北陸道の雪道映像をライブ中継
■【強化】北陸道 有磯海ＳＡ（下り線）で、新潟県内の雪道映像をライブ（ＷＥB)中継

左：北陸道 入善ＰＡ付近

右：上信越道 妙高付近

有磯海SA㊦

情報収集と提供

対策2-6 NEXCO

【効果】

8

・ドライバーへ路面状況のリアルタイム
な画像情報提供は、注意喚起やチェー
ンの準備・装着に繋がる

サービスエリアで北陸地方の気象状況や北陸道の路面状況画像を提供

対策1-6 県外、関西中京圏への情報提供の実施(北陸道の事例) １．情報の収集と提供



ＦＡＸによる道路
情報提供施設位置
図（合計22箇所）

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア

コンビニエンスストア コンビニエンスストア

飲食店

ガソリンスタンド

ガソリンスタンド ガソリンスタンド

ガソリンスタンド

福井国道維持出張所管内
敦賀･小浜国道維持出張所管内

・国道沿線のご協力を頂いたコンビニやガソリンスタンド計22箇所でドライバーへ道路状況

等を情報提供しました。

【対応策】 【効果】

・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが多く立ち寄ることになる沿線店舗22箇
所にて､道路情報をＦＡＸで提供

・店舗を通じてﾄﾞﾗｲﾊﾞｰに最
新･的確な道路情報を提供

【効果】

9

・道路情報板等に加え、沿線の商業施
設等での情報提供は、ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰへの
情報周知徹底に繋がる

ドライバーへの効果的な情報提供

対策1-7 国道沿線のコンビニ・ガソリンスタンド等へのＦＡＸによる情報提供(国道８号、国道２７号の事例) １．情報の収集と提供



ドライバーへの効果的な情報提供

対策1-7 国道沿線のコンビニ・ガソリンスタンド等へのＦＡＸによる情報提供(国道８号、国道２７号の事例)

○コンビニやガソリンスタンド計22箇所でシーズン終了後にアンケート調査を実施した結果

（１８箇所回答）

＜ファックス情報提示箇所＞
・多くが店内又はレジ前に提
示

＜ファックス情報の効果＞

・タイヤチェック情報・通行止情報
合わせて約７割が役に立ったと回
答

＜主な意見・感想等＞

№

1

2

3

4

5

・トラック運転手からの問い合わせに答えられるのでありがたい。
・もう少し早く送ってほしい

・ちょっと情報が遅い。

その他意見・感想等

・問い合わせへの回答するために必要。
・1時間おきくらいにファックスが来たので、1日2回くらいでもよい。
・お客さんがよく見ていた。
・非常に役立っている。

・客足の予想、配送が時間通り出来るか予想するのに役立つ。

＜今後の対策の継続必要性＞

・ＦＡＸ情報は、ドライバーに 役に立って
おり、回答全箇所 で情報提供の継続を要

望していることから、今後とも情報提供の継
続・拡大が必要

10

１．情報の収集と提供



「福井県道路情報連絡室」H23.12.24開設状況（福井河川国道事務所内）
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○｢福井県道路情報連絡室｣を早期に開設し、迅速な対応を行うとともに、新たに福井地
方気象台も参画し、関係機関での円滑な情報共有・提供に努めました。

連絡室の開設（６回）

○福井河川国道事務所、福井県土木部、福

井県警、中日本高速道路(株)、福井地方

気象台（新規）で構成

○大雪警報の発表を受けて、

H23年12月24日，12月25日，H24年1月25日，

1月27日(2回)，2月1日に福井河川国道事

務所内に連絡室を開設し(合計6回)、道路

情報を一元的に集約のうえ毎正時に発表

・事前に気象情報を把握することで早期
対策がとれる

・関係機関が一同に介するため、道路情
報を共有し、各機関の対応に反映

・毎正時にマスコミへ各道路管理者の道
路情報を一元化して提供

・要員は大雪警報の発表と同時に自動的
に参集を行う

【対応策】

・気象台の参画により事前に気象情報の入手が可能
となり、除雪体制の迅速な対応ができた

・道路情報の一元化で迅速かつ効果的な雪害対応が
できた

・県内の主要な幹線道路の道路情報を一括して把握
することができる

・連絡室の早期の開設ができた

【効果】

関係機関との連携強化

対策2-1～2  福井県道路情報連絡室の構成メンバーの充実と迅速に参集できる仕組みの導入
(福井県道路情報連絡室の事例)

２．関係機関の情報共有



凍結抑制舗装

◆異常降雪時の対応策として除雪トラックの編成（３台⇒２台/梯団）やローテーション

変更（急勾配部集中除雪）等の柔軟な除雪態勢の運用で対応した。

除雪強化区
間

（集中除雪）

葉原開口部

余呉Ｕﾀｰﾝ路

通常の
ローテーション

木
之
本

敦

賀

今

庄

22㎞

9㎞

分 割

23㎞

葉原開口部

分 割

13㎞

分 割 分 割

敦賀基地で3→2台編成として、1梯団増強する。

分 割 分 割 分 割

13㎞10㎞
余呉Uターン路

兼用車

12

【効果】

・除雪トラックの柔軟な編成等の除雪体制の柔軟な対応
は、異常降雪時の除雪の強化に繋がる

除雪トラックの柔軟な編成【除雪の強化】

対策3-1 除雪トラックの柔軟な構成(除雪の強化)(北陸道の事例) ３．資機材について

運用例



敦賀ＩＣ

武生ＩＣ
今庄ＩＣ

至 滋賀県
至 福井市

大良除雪基地杉津除雪基地

【大雪警報発表が予想される際に事前に待機所に
除雪車を配備】 →ﾄﾗｸﾀｼｮﾍﾞﾙ、小型ﾄﾗｸﾀｼｮﾍﾞﾙ

待機所の新設
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○除雪車４台増強、除雪車の待機所新設や受け持つ区間を越えた除雪応援体制の構
築等により、ハード・ソフト面で除雪体制を強化しました。

・除雪車両を４台増強
・除雪基地の間に除雪車両待機所を新規

【対応策】
・スタック車両注の速やかな移動
・トラクタショベルが待機所から延べ28回出動

【効果】

注記）車両が、雪でタイヤが空転し、停滞してしまう状況。

＊急勾配でｽﾀｯｸが発生し易い箇所に設
置することで、ｽﾀｯｸ車両等を速やかに
移動し、早期に交通を正常化

＊急勾配でｽﾀｯｸが発生し易い箇所に設
置することで、ｽﾀｯｸ車両等を速やかに
移動し、早期に交通を正常化

敦賀市
南越前町

除雪体制の強化

対策3-3 走行不可能車両の救出体制強化と除雪の作業効率を向上させるため除雪車両の待機所を設置（国道８号の事例）
対策3-5 国道８号ではスタック車両の排除や除雪作業能力向上のため除雪車両を増強（国道８号の事例）

トラクタショベルでの牽引状況

・トラクタショベルの迅速な出動により、スタック
車両を速やかに移動し、早期に交通を正常化

３．資機材について

・工区を超えた応援体制の構築
・Ｈ24年1月23,24,25の３日間に集中して降雪があっ

た際に除雪工区を越えた速やかな除雪作業を実施



■大雪が予想される場合、南越前町～敦賀間において、除雪体制

の強化を行った。

①パトロールの強化（重点パトロール区間の設定）

②事務所毎の管轄区域を越えた広域応援除雪区間の設定

③大雪が予想される場合、除雪車、災害対応車（兼通行不能車

救出対応）、牽引ロープなど資機材を所定の位置に待機

（しおかぜライン2箇所、国道365号1箇所、国道476号1箇所）

④事前拡幅・梯団除雪の実施

⑤国道４７６号にてタイヤチェックを実施（藤ヶ岡団地前）

事前拡幅 ・ 梯団除雪

国道４７６号 タイヤチェック
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県管理道路における嶺北・嶺南連絡区間の除雪体制の強化

対策3-3 県管理道路における走行不可能車両の救出体制強化 対策5-5 一般道でのタイヤチェックの実施 ３．資機材について

国道３６５号

待機箇所の設置

しおかぜライン

待機箇所の設置

国道４７６号

待機箇所の設置

しおかぜライン

待機箇所の設置

重点パトロール区間の設定

しおかぜライン

広域応援除雪区間

の設定

国道４７６号

待機箇所の設置

国道３６５・４７６号

広域応援除雪区間

の設定国道４７６号

タイヤチェック

の実施

福井県



◆巡回車両に緊急脱出用の簡易チェーン（着脱時にジャッキアップが不要）及び塩化カルシウム散
布機を配備し、登坂不能車両の早期救援を実施。

◆除雪梯団(車）には牽引ロープを備え付け済み（Ｈ２１～）。⇒事故処理や走行不能車の救援に活用

緊急用脱出チェーンによる救出状況

肥料散布機を活用した塩化カルシウムの散布状況
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【効果】

・登坂不能車両救出時の緊急脱出用チェーンの使用や
肥料散布機を活用した塩化カルシウムの散布は、救出

時間の短縮に繋がる

緊急脱出用チェーン等の配備【救出時間の短縮】

対策3-3 走行不可能車両の移動体制強化（北陸道の事例） ３．資機材について



16

県境を越えた連携

対策4‐2 管轄を超えた応援体制

管轄が接する国道事務所どうしが連携して要員や除雪車など、県境を越え相
互に応援態勢がとれた

４．除雪体制の強化について

福井県

滋賀県

××

・隣接事務所とのリアルタイム情報
共有、人員や除雪機械の応援等を
対応

・スタック車両の早期移動や、除雪作業の効率実施による、通行
止めの早期解消により交通影響を軽減

（国道161号 滋賀県・福井県境）H23.12.26～27

福井県

京都府

（国道27号 京都府・福井県境）H24.1.23～24

舞鶴雪
寒基地 ××上線３台

下線１台

滋賀国道事務所の除雪
車がスタック車の排除
とともに敦賀方面に除
雪を実施

滋賀国道事務所の除雪
車がスタック車の排除
とともに敦賀方面に除
雪を実施

・福井河川国道事務所からの除雪車
がスタック車両の牽引を実施

・福井河川国道事務所の除雪車が滋
賀県方面へ薬剤散布、除雪を実施

・福井河川国道事務所からの除雪車
がスタック車両の牽引を実施

・福井河川国道事務所の除雪車が滋
賀県方面へ薬剤散布、除雪を実施

通行止め解除後の状況
（１月２４日 １４時頃）

六路谷
検問所

高浜除雪基地

【規制区間】
滋賀県高島市マ
キノ町野口～
福井県敦賀市疋
田
１２月２６日
２１：１２～
１：５５
（４時間４３
分）

車両牽引状況
（12月27日０時頃）

山中除雪基地

８号へ迂回

通行止め後の交通状況
（１月２４日 ９時頃）

【規制区間】
福井県大飯郡高浜町六路谷～京都府舞鶴市泉源寺
１月２４日 ３：００～１２：２０（９時間２０分）

警察パトカーの先導
により福井河川国道
事務所の除雪車が高
浜基地より京都府方
面へ除雪を実施

警察パトカーの先導
により福井河川国道
事務所の除雪車が高
浜基地より京都府方
面へ除雪を実施

府県境トンネルの
京都府側でスタック発生

青葉トンネル

福知山河川国道事務所の
除雪車がスタック車の排
除と共に高浜方面に除雪
を実施

福知山河川国道事務所の
除雪車がスタック車の排
除と共に高浜方面に除雪
を実施

高浜基地から福井河川国
道事務所の除雪車がス
タック車両の牽引を実施

高浜基地から福井河川国
道事務所の除雪車がス
タック車両の牽引を実施

北陸道鯖江の道路情報板
（米原方面）に国道２７号の
交通停滞情報を掲示し、車
両の広域迂回誘導を行った
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【効果】

・冬シーズン前にシミュレーションを実施し、各管理者
間の連携が図れた。

関係機関との連携強化

対策4-3 福井県道路情報連絡室のシミュレーション（福井県道路情報連絡室）

○平成23年1月豪雪時の北陸道・8号等同時通行止を避けるため、関係機関（事前準備会議を４回
開催）で、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを平成23年12月2日及び12月16日の2回にわたって実施しました。

４．除雪体制の強化について

12月2日訓練
状況

12月16日訓練
状況

シミュレーションの概要
ケース１：北陸道が通行止し解消後に国道８号が通行止。

ＮＥＸＣＯ、国、県の道路状況の情報連携と警察との情報交換
を密にし、特に通行止予測状況の共有及び交互に除雪を強化
することで交通を確保する訓練

ケース２：北陸道と国道８号とが一時期同時に通行止になるが国道８号
の迂回路（河野しおかぜライン）を確保。

河野しおかぜラインの除雪を優先させるため、重点的に除雪
し交通を確保する訓練



定置式溶液散布装置 凍結抑制舗装

◆定置溶液散布装置による圧雪の発生抑制⇒１.８㎞整備（H18年度までに済）

◆凍結抑制舗装による圧雪の発生抑制､早期除去⇒約３㎞実施（H18年度までに済）

・北陸の気象に適した凍結抑制舗装の検証をすべくＨ23年度に試験施工を新たに900ｍ実施。
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注）平成２３・２４年度効果検証

圧雪の抑制対策による登坂不能車の発生回避（１）
【登坂不能車の発生防止対策】

対策4-4 圧雪の抑制対策による登坂不能車の発生回避（北陸道の事例)
４．除雪体制の強化について



◆北陸道における凍結抑制舗装の効果を検証すべく、敦賀TN～今庄TN間で３種類の

凍結抑制舗装を試験施工。⇒23・24年度検証。

・試験施工：１種類あたり300ｍ×３種類＝900ｍ区間

〔物理系②〕

タイヤの荷重で「弾性レジン
モルタルがたわむ」ことによ
り氷板を破壊

〔化学系〕

吸水性ポリマーに「凍結防止
剤」を吸収させることで凍結
抑制効果を発揮・持続

〔物理系①〕

タイヤの荷重で「弾性微粒子
入アスファルトモルタルがた
わむ」ことにより氷板を破壊

敦賀トンネル

今庄トンネル

道路勾配 3.6～
4.5％

凍結抑制舗装
試験区間

至 福井

至 敦賀
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圧雪の抑制対策による登坂不能車の発生回避（２）

【登坂不能車対策】

対策4-4 圧雪の抑制対策による登坂不能車の発生回避(北陸道の事例)

４．除雪体制の強化について
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○警察との連携および、県市町の協力によりノーマルタイヤチェックを実施し、チェーン着脱
場を確保、冬期交通障害の防止に努めました。

越前市春日野

敦賀市赤崎

【ノーマルタイヤチェック実施箇所】

（越前市春日野）

実施日 検問台数
内、ノーマ
ルタイヤ車

台数

冬用タイヤ、チェ
ーン装着率

1月25日 43 7

2月2日 103 0
95.2%

（7/146台）

実施日 検問台数
内、ノーマ
ルタイヤ車

台数

冬用タイヤ、チ
ェーン装着率

1月25日 115 11

2月1日 110 2

2月2日 50 2

94.5%
（15/275台）

（敦賀市赤崎）

・警察と連携し、県市町の協力を得て、ノーマ
ルタイヤチェックを実施

・ノーマルタイヤチェックを５回実施

【対応策】

・冬タイヤ等の装着指導により、ノーマルタイヤ車へ
の注意喚起が図れた

・ノーマルタイヤチェック中の道路情報を表示するこ
とで啓発の向上につながったと考えられる

【効果】

【ノーマルタイヤチェック実施結果】

ノーマルタイヤの車両チェック

対策5-1～2 一般道でのタイヤチェックの実施(国道８号の事例) ５．雪害・雪氷体制について
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スタック車両等の発生状況について（１）
○平成23年1月30日～31日の2日間の豪雪時に5台(それ以外は記

録が無し)、平成23年度冬期シーズンを通じて42台のスタック車両
が発生しました。

▲ スタック車両発生位置図

Ａ

Ｂ

滞留あり
スタックに伴う

【敦賀市元比田のスタック(H23/1/30)】

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

【南越前町大谷の滞留状況(H23/1/31)】

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（2）

（1）

（1）

（3）
（1）
（1）

（1）

（ ）内の数字
赤字は平成23年1月豪雪時のスタック発生車両の台数
黒字は平成23年度冬期のスタック発生車両の台数

対策5-6 データ収集とスタック車両等通行止要因等の分析(国道８号の事例)
５．雪害・雪氷体制について



スタック車両等の発生状況について（２）

▲ スタック車両発生位置図

滞留あり
スタックに伴うＣ Ｄ

福井県

福井県

京都府 滋賀県
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（6） （1）

（2）

（3）

（3）

（1）

（6）

（1）
（1）

（2）

（3）

（ ）内の数字は平成23年度冬期のスタック発生車両の台数

対策5-6 データ収集とスタック車両等通行止要因等の分析(国道８号、国道２７号、国道161号の事例)
５．雪害・雪氷体制について

滞留あり
スタックに伴う
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＜車両から見たスタック発生原因＞

●スタック車両は大型車
(トラック等)

●スタック車両は全てチェーン
未装着

●スタック車両は中京・関西
以西のノーマルタイヤの多
い無雪地域の車両が過半数
を超える

補)平成２３年度冬期に福井河川国道管内の８号・１６１号、隣接事務所の滋賀国道管内の８号・１６１号と福知山河川
国道管内の２７号の福井県境周辺の隣接府県側で発生したスタック車両(４２台)

★中京・関西以西の無雪地 域からの 冬装

備の注意喚起が必要
★ｽﾀｯﾄﾞﾚｽﾀｲﾔ車もﾁｪｰﾝの携行及び装着
の呼び掛けが有効

・不明の１台を除く４１台が大型車 ・不明の２３台を除く、１９台は全
て、チェーン未装着

スタック車両等の発生原因について

対策5-6 データ収集とスタック車両等通行止要因等の分析(国道８号、国道２７号、国道161号の事例)
５．雪害・雪氷体制について

出展：福井河川国道事務所
滋賀国道事務所
福知山河川国道事務所

（除雪作業員からの聞き取りに基づく）



４．平成２３年度実施対策の総合評価
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○平成２３年度のシーズンは、累計降雪量が例年になく多

い年だった。

しかし、平成２３年１月末の豪雪時に発生したような大き

な交通障害は発生しなかった。



５．今後の課題と平成２４年度以降の対策の方向(1)
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平成２３年度実施対策
(検討会議提言)

課題項目

本資料掲
載の対策

紹介

P.28

-

-

-

-

-

-

区分 対策内容
実施対策の効果と課題

平成２４年度以
降の

対策の方向

対策1-1 ・情報収集機器の増設（ＣＣＴＶ)

■効果：新たに必要性が高いとした箇所へＣＣＴＶ等
の設置により、より広範囲での路面状況の確認や
除雪指示並びにスタック車両の監視等が適切に出
来た。
●課題：新たに必要性が高いと判明した箇所への
設置の検討

・必要性が高い
箇所へのＣＣＴＶ
の設置等

対策1-2
・シーズン前にトラック協会等、業界団体へ冬期装備等に関する要
請

対策1-3 ・広報媒体(新聞等)を活用したＰＲ

対策1-4 ・シーズン前にリーフレットを業界団体、道の駅等への配布

■効果：冬装備等の要請・PR等により、ドライバー
の冬期装備必要性の認識向上を図った。
●課題：近畿管内の車両によるスタックが発生した
ため、更なる啓発活動の実施

・継続実施
・関西圏利用者
に対する冬装備
の要請の強化を
実施していく

●
対策1-5

・ＨＰ「ユキイロ.com」「雪みち情報ネットふくい」の更なるＰＲ強化と
情報提供内容の見直し(リアルタイムな情報を提供)を実施

対策1-6 ・県外、関西中京圏への情報提供の実施

■効果：多様な情報提供媒体によるリアルタイム情
報提供により、ドライバーの注意喚起やチェーン装
着促進に繋がった。

・継続実施

1
情報の収
集と提供 対策1-7

・国道沿線のコンビニ・ガソリンスタンド等へのＦＡＸによる道路情報
の提供

■効果：沿線のコンビニ等で情報提供を行った結果、
立ち寄り施設でも道路情報が入手でき好評であっ
た。
●課題：ＦＡＸのため一部情報提供に時間を要した

・継続実施
・効率的な提供
方法のしくみに
ついて検討して
いく

対策1-8 ・各種情報提供媒体による情報提供

対策1-9 ・簡易ＬＥＤ板によるきめ細やかな情報提供

■効果：多様な情報提供媒体によるリアルタイム情
報提供により、ドライバーの注意喚起やチェーン装
着促進に繋がった。

・継続実施

対策1-10
・国道８号は要所に路側放送設備を計画(停滞車両等への情報提
供として)

－

・他の情報提供
との併用も含め
て路側放送設備
の計画

対策1-11
・停滞車両の情報をデータベース化し、「スタックマップ」を作成・ＰＲ
に活用

■効果：スタック車両の原因分析が一定できた
●課題：データ収集の徹底を図り、より多角的な分
析を図る必要がある

・さらなる分析を
進め対策につな
げていく
雪みちマップへ
の活用も検討し
ていく

注）対策欄 ●：平成２３年度実施対策 水色ハッチ：提言資料に無いが、課題に対応する実施施策



５．今後の課題と平成２４年度以降の対策の方向(2)
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平成２３年度実施対策
(検討会議提言)

課題項目

本資料掲
載の対策

紹介

-

-

P.29

-

区分 対策内容
実施対策の効果と課題

平成２４年度
以降の

対策の方向

対策2-1
・福井県道路情報連絡室の構成メンバーに気象台も参画し、リア
ルタイムによる気象情報を提供

対策2-2
・福井県道路情報連絡室では、構成メンバーが迅速に参集でき
るような仕組みの導入

■効果：気象台の参加により、より迅速・詳細な気象
情報の入手が可能となり、連絡室の迅速な開設やリ
アルタイムな気象情報の把握が可能となった。

2
関係機関の
情報共有

●
対策2-3

・県において、災害連絡室が設置され、体制が強化される場合に
は、関係機関が連絡員を派遣し、道路に関する連携の強化。

平成２３年度は福井県の災害連絡室設置はされな
かった

対策2-4
・道路管理者間等の連携を強化すると共に、迅速な対処を行うた
め、責任者間にホットラインの設置

■効果:：ホットライン(専用携帯電話)の設置により、
道路管理者間の連携が強化出来た。

・継続実施

対策2-5
・互いの気象データを共有することで、予測の効率化や除雪体
制・除雪作業の判断材料としての活用

■効果：気象データの共有は除雪体制・除雪作業の
判断支援に繋がった。

対策3-1 ・除雪トラックの柔軟な構成(除雪の強化)

対策3-2 ・薬剤散布車の除雪車両化(除雪の強化)

■効果：除雪トラックの柔軟や構成や薬剤散布車の
除雪車両化は、除雪強化に繋がった。

・継続実施

3
資機材につ

いて
●

対策3-3
・走行不可能車両の移動体制の強化と除雪の効率化を向上させ
るため、除雪車両の待機所を設置

■効果：除雪車両の待機所の設置・確保は、移動体
制と除雪体制の強化に繋がった。
●課題：切れ目のない中央分離帯のある北陸道は、
片方向からの救出には限界がある

・継続実施
・登坂不能車多
発箇所の中央
分離帯は切れ
目がないので
開口部（２箇所)
設置(北陸道)

対策3-4
・除雪前線基地において、スタック車両脱出のための簡易チェー
ンや規格の異なる牽引ロープの用意

対策3-5
・国道８号ではスタック車両の排除や除雪作業能力向上のため、
除雪車両を増強

■効果：除雪前線基地における簡易チェーン等の用
意や除雪車両の増強は、除雪体制・移動体制の強化
に繋がった。

・継続実施

注）対策欄 ●：平成２３年度実施対策 水色ハッチ：提言資料に無いが、課題に対応する実施施策



５．今後の課題と平成２４年度以降の対策の方向(3)
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平成２３年度実施対策
(検討会議提言)

課題項目

本資料掲
載の対策

紹介

-

-

-

-

-

-

-

-

-

区分 対策内容
実施対策の効果と課題

平成２４年度
以降の

対策の方向

対策4-1 ・拡幅除雪による排雪場所の確保などの事前除雪の実施

対策4-2
・除雪する管轄が異なっていても、車両を融通することにより、管
轄を超えた応援態勢の構築

■事前除雪の実施や管轄工区を超えた応援態勢を
構築し、除雪強化が出来た。

・継続実施

●

4
除雪体制の
強化につい

て

対策4-3
・福井県道路情報連絡室のシミュレーション(図上訓練)を実施と
継続的な取組

■効果：冬期シーズン前にシミュレーションを実施し、
各道路管理者間の連携が図れた

・今後も様々な
状況を想定し
た訓練の実施

対策4-4 ・圧雪の抑制対策による登坂不能車の発生回避
※試験施工の実施を始めた段階で、十分な検証が出
来ていない

・試験施工の効
果確認・他区間
への展開

対策4-5 ・必要に応じて消雪整備等の融雪対策等を検討
●課題：他の対応の効果も勘案しながら必要に応じ
て検討

・必要に応じて
検討

対策5-1 ・既存の道路用地等を活用したチェーン着脱場の確保

対策5-2 ・民間駐車スペースを活用した簡易チェーン着脱場の確保

■効果：タイヤチェックによる交通障害の未然防止の
効果や注意喚起にもつながった
●課題：警察と連携した効率的な配置要員とその要
員の安全対策

・効果的，効率
的・安全に実施
できるよう関係
機関との調整

●

5
雪害・雪氷
体制につい

て

対策5-3
・高速道路は引き続き初冬期に警察と連携してＳＡ(南条、賤ヶ岳)
やＩＣ(木之本)でのタイヤチェックの実施

■効果：タイヤチェックで北陸道のチェーン装着率が
向上。

・継続実施

対策5-4
・アーカイブ的な資料を作成して、今後の検討資料として、また、ド
ライバーへの冬期通行への認識を深める資料として活用

平成２３年度ﾃﾞｰﾀも含め現在作成中

・アーカイブ資
料(全県版)の
作成
・ドライバー啓
蒙等への活用

対策5-5
・国道８号では新たにチェーン着脱場の整備を計画(警察と連携し
たタイヤチェックを実施)

より安全で効率的にタイヤチェックが出来る様に広い
敷地の整備に向けて進行中

・効果的，効率
的・安全に実施
できるよう関係
機関との調整

● 対策5-6 ・データ収集とスタック車両等通行止め要因等の分析 更なるデータの収集と要因の分析を実施

・より詳細な更
なるデータ収集
と更なる分析
結果を対策に
反映させていく

注）対策欄 ●：平成２３年度実施対策 水色ハッチ：提言資料に無いが、課題に対応する実施施策
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路面監視カメラ設置箇所(既設)

路面監視カメラ映像確認範囲(既設)

路面監視カメラ設置予定箇所

路面監視カメラ映像確認範囲

トンネル区間

平成２４年度はカーブ区間が多い箇所、法面からの湧水等での路面凍結や山陰になって
おり凍結しやすい等交通障害が起こりやすい所に新たに路面監視カメラを８台設置予定
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：新たに設置を予定している箇所

６．平成２４年度以降の新たな対策の紹介(１)

坂 井 市 丸 岡 町



６．平成２４年度以降の新たな対策の紹介(２)
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登坂不能車の救出対策（中央分離帯に開口部を設置）

◆2011年度は５回の登坂不能車が発生

（３回は早期発見・救出により通行止を回避、２回は通

行止：延べ11時間55分←2010年度の1/8）

◆登坂不能車は特定箇所に多発

今冬の新規対策

・中央分離帯に開口部
（２箇所）を新設し、早
期救出体制を充実
・発生防止対策について
も、具体策を検討中

木之本IC

敦賀IC

今庄IC

×－2009年度発生
×－2010年度発生
×－2012年度発生

×

×

×× ×

×

×

×

×

×

㊤敦賀TN～今庄IC間

㊦葉原地区

位置図（登坂不能車多発箇所）

開口部(2箇所)

×－2009年度発生
×－2010年度発生
×－2011年度発生


